
戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

米

田

豪

は
じ
め
に

中
世
裁
判
に
お
い
て
︑
訴
訟
当
事
者
側
の
問
題
に
よ
っ
て
訴
訟
手
続
に
支
障
を

き
た
す
事
態
は
︑
幾
度
と
な
く
発
生
し
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
な
訴
訟
手
続
上
の
問

題
の
一
つ
に
︑
史
料
上
に
お
い
て
﹁
中
間
狼
藉
﹂
と
記
さ
れ
る
事
象
が
あ
る
︒
鎌

倉
後
期
以
降
︑
室
町
・
戦
国
期
を
通
じ
て
﹁
中
間
狼
藉
﹂
が
引
き
起
こ
さ
れ
︑
そ

の
た
び
に
狼
藉
者
を
敗
訴
と
す
る
裁
決
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た(

)

︒
1

戦
国
期
に
大
名
ら
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
分
国
法
の
中
に
は
︑
六
角
氏
の
六
角

氏
式
目
や
阿
波
三
好
氏
の
新
加
制
式
の
よ
う
に
︑
中
間
狼
藉
を
規
制
す
る
法
令

︵
以
降
︑
中
間
狼
藉
法
︶
が
含
ま
れ
て
い
る(

)

︒
し
か
し
な
が
ら
︑
法
令
を
導
入
し
た

2

背
景
︑
お
よ
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
中
間
狼

藉
法
に
対
す
る
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
︒

分
国
法
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
︑
幕
府
に
お
け

る
運
用
形
態
と
の
比
較
検
討
が
︑
研
究
手
法
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
︒
こ
れ

は
︑
幕
府
法
と
の
差
異
か
ら
︑
分
国
法
の
規
定
の
特
質
が
明
ら
か
に
な
る
た
め
で

あ
る
︒
一
方
で
︑
幕
府
に
お
け
る
運
用
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
︑
戦
国
期

に
発
生
し
た
中
間
狼
藉
に
関
す
る
相
論
の
個
別
実
証
も
必
須
で
あ
る
︒
特
に
六
角

氏
と
三
好
氏
は
幕
府
と
地
理
的
に
近
い
大
名
で
あ
り
︑
分
国
法
の
内
容
も
幕
府
法

の
影
響
を
大
い
に
受
け
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
︒
幕
府
に
お
け
る
訴
訟
事

例
の
分
析
が
︑
二
つ
の
戦
国
大
名
に
よ
る
中
間
狼
藉
法
を
評
価
す
る
上
で
有
効
と

な
る
︒

そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
将
軍
義
輝
期
の
御
前
沙
汰
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
清
水
寺

山
相
論
を
検
討
素
材
と
し
︑
当
時
の
中
間
狼
藉
法
の
運
用
実
態
や
大
名
の
認
識
の

一
端
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
︒
本
相
論
は
︑
山
城
国
清
水
寺
山
を
め
ぐ
っ
て
争
っ

て
い
た
本
国
寺
と
清
水
寺
成
就
院
に
よ
る
訴
訟
で
あ
り
︑
本
国
寺
の
檀
那
で
あ
っ

た
三
好
家
臣
の
松
永
久
秀
が
介
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
︒
本
国
寺
を
勝
訴
に
導

く
た
め
に
︑
久
秀
が
採
っ
た
行
動
が
︑
成
就
院
に
よ
る
﹁
中
間
狼
藉
﹂
を
幕
府
に

進
言
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
︒

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
︑
清
水
寺
山
相
論
に
お
け
る
久
秀
の
立
ち
位
置
︑
お
よ

び
介
入
に
伴
う
︿
足
利
︱
三
好
﹀
関
係
へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た(

)

︒
3

天
野
忠
幸
氏
は
︑
久
秀
の
立
場
を
三
好
氏
権
力
の
一
員
で
あ
り
︑
義
輝
に
対
し
て

強
圧
的
に
接
し
て
い
た
と
す
る(

)

︒
訴
訟
の
際
に
発
給
さ
れ
る
幕
府
奉
行
人
奉
書
に

4

お
い
て
は
︑
義
輝
の
意
向
が
必
ず
し
も
反
映
さ
れ
ず
︑
三
好
氏
︵
久
秀
︶
の
意
向

が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
︑
清
水
寺
山
相
論
を
そ
の
一
例
と
し
て
検
討

し
て
い
る
︒
ま
た
村
井
祐
樹
氏
は
︑
清
水
寺
山
相
論
に
お
け
る
久
秀
の
行
為
に
対

し
︑
幕
府
は
﹁
追
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
﹂
と
指
摘
し
て
い
る(

)

︒
5

一
方
で
木
下
昌
規
氏
は
︑
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
す
べ
て
が
三
好
氏
や
久
秀
の
意

向
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
︑
天
野
説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る(

)

︒
清
水

6

寺
山
相
論
に
つ
い
て
は
︑
久
秀
が
本
国
寺
の
檀
越
で
あ
っ
た
点
か
ら
︑
久
秀
個
人

の
介
入
と
も
位
置
付
け
て
お
り
︑
ほ
か
に
も
自
身
の
進
言
を
﹁
恣
意
的
に
﹂
義
輝

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

三
一
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に
伝
達
す
る
奉
行
人
︵
進
士
晴
舎
な
ど
︶
に
対
す
る
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
点
を

指
摘
す
る(

)

︒
ま
た
山
田
康
弘
氏
も
︑
久
秀
が
義
輝
に
三
度
訴
願
し
た
が
︑
義
輝
側

7

が
要
求
を
の
ま
な
か
っ
た
た
め
に
︑
や
む
な
く
成
就
院
に
圧
力
を
加
え
て
自
主
的

に
敗
訴
を
認
め
さ
せ
た
と
し
て
お
り
︑
三
好
氏
や
久
秀
の
意
向
に
屈
し
な
い
義
輝

像
を
指
摘
し
て
い
る(

)

︒
8

天
野
・
村
井
・
木
下
・
山
田
の
四
氏
の
説
に
お
い
て
︑
清
水
寺
山
相
論
は
︑
幕

府
内
に
お
け
る
久
秀
の
立
場
を
論
じ
る
た
め
の
傍
証
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
た

め
︑
久
秀
が
幕
府
に
﹁
中
間
狼
藉
﹂
を
進
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
注
目
し
て
お

ら
ず
︑
訴
訟
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
︒
し
か
し
︑
後
述
す
る

よ
う
に
︑
こ
の
訴
訟
の
争
点
は
︑
最
終
的
に
成
就
院
に
よ
る
中
間
狼
藉
の
是
非
と

な
っ
て
い
る
︒
中
間
狼
藉
の
発
生
が
幕
府
の
訴
訟
手
続
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た

点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
︑
幕
府
奉
行
人
の
動
き
に
も
影
響
が
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
︒
木
下
氏
が
指
摘
す
る
久
秀
と
幕
府
奉
行
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
︑
進
言
を

踏
ま
え
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
︒

一
方
で
︑
久
秀
の
進
言
に
対
す
る
評
価
を
下
し
た
の
が
︑
田
中
信
司
氏
で
あ

る
︒
田
中
氏
は
︑
久
秀
の
進
言
に
つ
い
て
︑
幕
府
の
﹁
体
制
や
秩
序
を
維
持
す
る

志
向
性
が
あ
っ
た
﹂
た
め
だ
と
指
摘
す
る(

)

︒
久
秀
に
よ
る
進
言
に
注
目
し
た
点

9

は
︑
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
研
究
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
︒
し
か
し
田
中
氏
も
︑

久
秀
の
進
言
が
訴
訟
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
︒
久
秀
に

よ
る
進
言
を
中
心
に
︑
相
論
そ
の
も
の
の
経
緯
・
位
置
づ
け
を
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
︒

以
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
︑
本
稿
で
は
以
下
の
よ
う
に
進
め
る
︒
第
一
章
で

は
︑
久
秀
が
幕
府
に
進
言
す
る
ま
で
の
経
緯
を
検
討
し
︑
進
言
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

や
そ
の
内
容
︑
幕
府
の
初
期
対
応
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
︒
第
二
章
で
は
︑
相

論
が
決
着
す
る
ま
で
の
経
緯
を
取
り
上
げ
︑
久
秀
の
進
言
に
よ
る
訴
訟
へ
の
影
響

力
や
進
言
で
き
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
︑
清
水
寺
山
相
論
か
ら
み
え
る
中
間
狼

藉
法
の
性
格
に
つ
い
て
評
価
し
た
い
︒

第
一
章

相
論
の
発
端
と
幕
府
の
初
期
対
応

本
章
で
は
訴
訟
経
緯
の
う
ち
︑
そ
の
発
端
や
幕
府
に
お
け
る
初
期
対
応
に
つ
い

て
検
討
す
る
︒
特
に
︑
審
議
に
お
い
て
中
間
狼
藉
が
相
論
の
争
点
と
し
て
登
場
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
注
目
し
た
い
︒

第
一
節

｢中
間
狼
藉
﹂
の
登
場

相
論
の
発
端
を
考
え
る
う
え
で
︑
ま
ず
次
の
史
料
を
挙
げ
る
︒

︻
史
料
１
︼
︵
永
禄
六
年
︑
一
五
六
三
︶
四
月
三
日
清
水
寺
成
就
院
本
願
手
日
記
案

｢手
日
記
之

(端
裏
書
)

案
文
﹂

手
日
記

一
︑
当
山
之
儀
︑
都
之
蓬
莱
ニ
て

少
も
あ
せ
候
へ
者
︑
洛
中
之
為
二

衰
微
一

之
由
︑

依
レ

成
二

宣
旨
一

︑
為
二

上
意
一

◦
被
レ

封
二

惣
山
一
於〻

被〻
対〻
︑
対
二

当
院
一

以
二

南

都
補
任
之
旨
一

︑
被
レ

成
二

御
下
知
一

︑
数
代
は
や
し
置
︑
於
二

当
山
林
一

者
︑
下
草
以
下
迄
も
︑
堅
致
二

防
御
一

候
事
︑

一
︑
清
閑
寺
与

当
山
之
境
目
ニ

本
国
寺
之
石
塔
在
レ

之
︑
彼
寺
僧
以
下
之
石

塔
︑
当
山
へ
た
て
入
ら
れ
候
︑
墓
之
事
候
間
︑
用
捨
申
来
候
︑
彼
墓
守
毎

年
山
廻
仁

案
内
申
︑
其
時
儀
候
て
︑
掃
除
を
も
仕
候
処
︑
只
今
山
木

可
レ

被
二

進
退
一

之
由
︑
事
新
被
レ

申
事
候
︑
惣
別
当
山
ニ

諸
宗
之
墓
雖
レ

多
︑

曽
無
二

其
例
一

事
︑

一
︑
先
年
本
国
寺
上
人
之
葬
礼
︑
当
山
へ
あ
り
た
き
由
候
つ
れ
共
︑
同
心
不

レ

申
候
処
︑

久
我
殿
為
二

御
使
一

︑
竹
内
宮
内
少
輔
殿
度
々
御
出
候
て
︑

三
二
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種
々
御
懇
望
之
間
︑
為
二

此
方
一

木
枝
を
は
ら
い
︑
可
レ

被
二

葬
礼
一

旨
申
候

処
︑
御
祝
着
之
趣
︑
自
二

久
我
殿
一

被
レ

成
二

御
書
一

候
︑
其
上
当
時

為
二

勅
願
所
一

︑
帯
二

御
代
々
御
下
知
一

︑
異
二

于
他
一

儀
候
︑
此
旨
被
二

聞
召
分
一

︑
被
二

仰
付
一

候
者
︑
可
二

忝
存
一

候
︑

清
水
寺

成
就
院

四
月
三
日

(
永

禄

六

年

)

本
願(

)
10

【史
料
１
︼
は
︑
清
水
寺
山
相
論
の
発
端
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
成
就
院
側
の
史

料
で
あ
る
︒
こ
の
史
料
の
第
二
条
に
は
︑
こ
れ
ま
で
の
本
国
寺
と
清
水
寺
山
の
関

係
性
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
︒﹁
只
今
山
木
︵
中
略
︶
事
新
被
レ

申
事
候
﹂
と

い
う
文
言
か
ら
︑
本
国
寺
が
清
水
寺
山
の
保
有
権
を
主
張
し
て
幕
府
に
訴
え
て
お

り
︑
こ
れ
が
相
論
の
発
端
と
み
ら
れ
る
︒︻
史
料
１
︼
の
の
ち
に
出
さ
れ
た
の
が
︑

次
に
示
す
久
秀
の
書
状
案
で
あ
る
︒

︻
史
料
２
︼
︵
永
禄
六
年
︶
七
月
五
日
松
永
久
秀
書
状
案
︵
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
︑

以
下
同
様
︶

本
国
寺
与

被
二

申
結
一

山
之
儀
︑
今
度
理
不
尽
被
二

伐
採
一

之
由
︑
如
何
候

哉
︑
中
間
狼
藉
︑
近
比
不
レ

可
レ

然
御
所
行
候
︑
依
二

御
返
事
一

︑
一
途
可
二

申
付
一

候
︑
恐
々
謹
言
︑松

永
弾
正
少
弼

七
月
五
日

久
秀
判

清
水
寺

成
就
院

床
下

﹁
霜
台
御
折
紙
案

(見
返
シ
奥
書
)

︿
永
禄
六

七
月
五
日
﹀﹂(

)
11

｢本
国
寺
与

被
二

申
結
一

山
之
儀
﹂
と
は
︑
成
就
院
と
本
国
寺
に
よ
る
相
論
以
前

の
と
り
き
め
を
指
す
︒
今
回
と
り
き
め
を
破
っ
て
成
就
院
が
伐
採
し
た
こ
と
に
つ

い
て
︑
久
秀
が
﹁
中
間
狼
藉
﹂
だ
と
非
難
し
て
い
る
︒︻
史
料
２
︼
以
前
に
︑
成

就
院
に
よ
る
﹁
伐
採
﹂
が
行
わ
れ
て
お
り
︑
そ
の
行
為
が
﹁
中
間
狼
藉
﹂
に
該
当

す
る
と
い
う
の
が
久
秀
の
訴
え
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑︻
史
料
２
︼
に
対
す
る
返
信

が
成
就
院
か
ら
久
秀
に
出
さ
れ
て
い
る
︒

︻
史
料
３
︼
︵
永
禄
六
年
︶
七
月
八
日
清
水
寺
成
就
院
本
願
書
状

﹁
山
林
事

(端
裏
書
)

霜
台
へ
御
返
事
之
案
︿
永
禄
六

七
月
八
日
﹀﹂

御
折
紙
之
趣
︑
拝
見
仕
候
︑
仍
今
度
為
二

上
意
一

当
寺
山
木
御
用
之
由
候

て
︑
縁
阿
御
大
工
於

被
二

相
具
一

御
越
候
て
︑
可
レ

然
材
木
御
所
望
之
由
︑
被
二

仰
出
一

候
条
︑
以
二

先
々
御
下
知
旨
一

︑
迷
惑
之
通
申
上
候
処
︑
此
度
儀
者
︑

兎
角
申
上
候
て
者
︑
御
気
色
不
レ

可
レ

然
之
旨
︑
彼〔従

〕
二

両
人
一

堅
承
候
間
︑
其

上
者
不
レ

及
二

是
非
一

之
由
申
候
︑
則
両
人
山
中
へ
被
レ

入
︑
こ
く
い
を
被

レ

打
︑
杣
を
被
レ

入
被
二

引
破
一

︑
以
二

近
郷
之
人
夫
一

︑
可
レ

被
レ

取
之
由
候

間
︑
其
段
ハ
何
様
ニ

も
御
座
候
へ
︑
乍
レ

去
山
内
へ
ハ
他
郷
之
人
夫
入
候
へ

ハ
︑
山
も
あ
せ
如
何
と
存
︑
御
こ
と
ハ
リ
を
申
上
︑
谷
迄
此
方
之
衆
出
申

候
︑
拙
者
非
二

如
在
一

之
儀
候
︑
於
二

様
体
一

者
︑
縁
阿
具
可
レ

為
二

存
知
一

候

条
︑
可
レ

被
レ

成
二

御
尋
一

候
哉
︑
可
レ

然
様
︑
預
二

御
分
別
一

候
者
︑
忝
可
レ

令

レ

存
候
︑
恐
惶
謹
言
︑

七
月
八
日

本
願

松
永
弾
正
少
弼
殿
参

人
々
御
中

貴
報(

)
12

成
就
院
に
よ
る
と
︑
伐
採
を
行
っ
た
の
は
﹁
上
意
︵
＝
足
利
義
輝
か
ら
の
命
令
︶

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

三
三
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と
し
て
﹂
だ
と
す
る
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
︑
自
身
は
あ
く
ま
で
も
﹁
上
意
﹂
に

従
っ
た
だ
け
で
︑
か
つ
伐
採
に
は
関
与
し
て
い
な
い
︵
実
際
に
伐
採
を
主
導
し
た
の

は
縁
阿
︶
た
め
︑
中
間
狼
藉
で
は
な
い
と
訴
え
て
い
る
︒
こ
こ
に
︑
清
水
寺
山
の

伐
採
へ
の
認
識
に
つ
い
て
︑﹁
中
間
狼
藉
﹂
だ
と
す
る
久
秀
と
︑﹁
上
意
﹂
で
あ
っ

た
と
す
る
成
就
院
︑
と
い
う
対
立
構
図
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

成
就
院
に
よ
る
反
論
を
受
け
た
久
秀
だ
が
︑
今
度
は
幕
府
法
廷
に
持
ち
込
み
︑

成
就
院
の
中
間
狼
藉
を
訴
え
た
︒
こ
れ
が
次
の
︻
史
料
４
︼
で
あ
る
︒

︻
史
料
４
︼
︵
永
禄
六
年
︶
七
月
二
十
日
松
永
久
秀
書
状
案

本
国
寺
与

清
水
寺
成
就
院
被
二

申
結
一

山
之
儀
︑
自
二

公
方
様

(
足
利
義
輝
)

一

へ(衍
)

清
水
寺
へ

材
木
之
儀
被
二

仰
出
一

︑
於
二

進
上
一

者
︑
無
二

申
事
一

︑
自
分
山
馳
走
可
レ

被

レ

申
之
処
︑
寄
二

事
於
左
右
一

︑
相
論
之
山
︑
以
レ

次
き
ら
せ
ら
れ
候
様
ニ

仕
成

候
事
︑
中
間
狼
藉
︑
言
語
道
断
之
次
第
候
︑
上
等
ニ
ハ

不
レ

被
二

知
召
一

之
儀

候
︑
仕
様
沙
汰
之
限
候
条
︑
彼
山
之
儀
︑
本
国
寺
へ
安
堵
之
御
下
知
を
被

レ

成
候
様
︑
御
取
成
所
レ

仰
候
︑
委
曲
申
二

含
松
田
一
兵
衛
尉
一

候
︑
恐
々
謹

言
︑

松
少

七
月
廿
日

(
永

禄

六

年

)

久
秀
判

進
作

(進
士
晴
舎
)

御
宿
所

｢霜
台
進
作
へ
御

(見
返
シ
奥
書
)

折
紙
案
︿
永
禄
六

七
月
廿
日
﹀﹂(

)
13

義
輝
の
右
筆
で
あ
っ
た
進
士
晴
舎
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
︒﹁
公
方
﹂
分
の
材

木
を
伐
採
す
る
の
は
問
題
な
い
も
の
の
︑
さ
ら
に
清
水
寺
山
の
伐
採
を
行
う
こ
と

は
︑﹁
中
間
狼
藉
﹂
で
あ
る
と
非
難
し
︑
論
所
を
本
国
寺
に
安
堵
す
る
こ
と
を
求

め
︑
家
臣
松
田
一
兵
衛
尉
を
送
り
込
ん
で
い
る
︒
松
田
は
久
秀
の
家
臣
で
︑
本
国

寺
と
久
秀
を
取
り
持
つ
存
在
で
あ
っ
た(

)

︒
こ
の
点
か
ら
も
︑
久
秀
が
積
極
的
に
訴

14

訟
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
︒︻
史
料
２
︼︻
史
料
３
︼
で
は
︑
あ
く

ま
で
当
事
者
間
の
認
識
の
違
い
で
留
ま
っ
て
い
た
問
題
が
︑
久
秀
が
幕
府
に
進
言

し
た
こ
と
で
︑
訴
訟
の
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
以
後
︑
清
水
寺
山
相
論
の
審

理
は
︑
成
就
院
の
中
間
狼
藉
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
進
む
こ
と
に
な
る
︒

第
二
節

｢中
間
狼
藉
﹂
に
対
す
る
幕
府
の
姿
勢

【史
料
４
︼
が
晴
舎
に
届
け
ら
れ
た
あ
と
︑
成
就
院
も
幕
府
奉
行
人
の
大
館
晴

忠
に
次
の
書
状
を
宛
て
て
い
る
︒

︻
史
料
５
︼
︵
永
禄
六
年
︶
七
月
二
三
日
清
水
寺
成
就
院
本
願
書
状
案

﹁
山
林
事

(端
裏
書
)

大
館
与
州
へ

書
状
案
︿
永
禄
六

七
月
廿
三
日
﹀﹂

霜
台
折
紙
被
二

見
下
一

候
︑
畏
存
候
︑
仍
当
寺
山
木
御
用
之
由
候
而
︑
為
二

縁

阿
御
使
一

︑
可
レ

然
材
木
可
レ

致
二

進
上
一

之
由
︑
被
二

仰
出
一

候
条
︑
以
二

先
々
御
下
知
旨
一

︑
迷
惑
之
通
申
上
候
処
︑
此
度
之
儀
者
︑
兎
角
申
上
候
而

者
︑

御
気
色
不
レ

可
レ

然
之
旨
被
レ

申
之
間
︑
其
上
者
不
レ

及
二

是
非
一

之
由

申
処
︑
山
中
へ
被
レ

越
︑
則
被
レ

伐
︑
以
二

近
郷
之
人
夫
一

︑
可
レ

被
レ

取
之
由

候
間
︑
其
段
者
如
何
様
ニ
も

御
座
候
へ
︑
山
中
へ
他
郷
之
人
夫
入
候
へ
者
︑

山
内
も
あ
せ
︑
如
何
存
候
間
︑
更
拙
者
非
二

如
在
一

候
︑
於
二

様
体
一

者
︑
縁

阿
具
可
レ

為
二

存
知
一

候
条
︑
被
レ

成
二

御
尋
一

可
レ

被
二

仰
付
一

候
︑
然
ニ

中
間
狼

藉
由
承
候
︑
被
レ

成
二

御
下
知
一

︑
於
レ

被
二

押
置
一

者
︑
可
レ

及
二

其
御
沙
汰
一

候
哉
︑
聊
左
様
之
儀
無
二

御
座
一

候
処
︑
如
レ

此
被
二

申
上
一

段
︑
迷
惑
仕
候
︑

幾
重
も
為
二

上
意
一

有
様
於
レ

被
二

仰
出
一

者
︑
忝
可
二

畏
存
一

候
︑
此
等
之

趣
︑
可
レ

然
様
御
披
露
所
レ

仰
候
︑
恐
惶
謹
言
︑

三
四
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七
月
廿
三
日

本
願

大
館
伊
予
守
殿(

)
15

久
秀
が
晴
舎
に
宛
て
た
折
紙
は
︑
訴
状
当
事
者
で
あ
る
成
就
院
に
も
届
け
ら
れ

て
い
た
︒
そ
れ
を
見
た
成
就
院
が
︑
伐
採
に
関
す
る
自
身
の
見
解
に
つ
い
て
記

し
︑
晴
忠
に
送
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
こ
の
書
状
案
か
ら
︑
清
水
寺
山
相
論
に
お
け
る

成
就
院
側
の
担
当
奉
行
が
晴
忠
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

さ
て
︑︻
史
料
５
︼
の
内
容
だ
が
︑
成
就
院
側
が
伐
採
し
た
の
は
幕
府
の
意
向

で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
︑
中
間
狼
藉
の
咎
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
改
め
て
強
調
し

て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
然
ニ

中
間
狼
藉
由
承
候
︵
中
略
︶
無
二

御
座
一

候
処
﹂
の
箇
所
か

ら
︑
清
水
寺
山
の
繋
属
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
︒
そ
し
て
中

間
狼
藉
を
訴
え
ら
れ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
し
︑
こ
れ
ら
の
旨
を
義
輝
に
﹁
御

披
露
﹂
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
︒
つ
ま
り
成
就
院
の
認
識
で
は
︑
伐
採
当
時
︑
論

所
は
幕
府
法
廷
に
繋
属
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

問
題
は
︑
伐
採
時
に
清
水
寺
山
が
幕
府
法
廷
へ
繋
属
さ
れ
て
い
た
か
否
か
︑
と

い
う
点
で
あ
る
︒
こ
こ
で
︻
史
料
２
︼
に
注
目
し
た
い
︒﹁
本
国
寺
与

被
二

申
結
一

山
之
儀
﹂
と
い
う
文
言
か
ら
︑
清
水
寺
と
本
国
寺
の
訴
訟
は
既
に
﹁
申
結
﹂
ん
で

い
た
︑
と
い
う
︒
今
谷
明
氏
に
よ
る
と
︑﹁
申
結
ぶ
﹂
は
室
町
期
に
お
い
て
﹁
訴

訟
や
審
理
を
意
味
す
る
常
用
語
﹂
で
あ
っ
た(

)

︒
こ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
る
と
︑
清
水

16

寺
と
本
国
寺
の
訴
訟
は
︑︻
史
料
２
︼
時
点
で
既
に
審
理
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
︒
つ
ま
り
︑
清
水
寺
山
は
幕
府
法
廷
に
繋
属
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
後

実
施
さ
れ
た
伐
採
︵
た
だ
し
﹁
公
方
﹂
分
を
除
く
︶
に
対
し
て
︑
久
秀
が
﹁
中
間
狼

藉
﹂
と
し
て
主
張
し
た
の
で
あ
る
︒

さ
て
︑
そ
の
後
︻
史
料
４
︼
に
対
し
︑
晴
舎
が
久
秀
に
返
書
し
た
︒
そ
れ
が
次

の
︻
史
料
６
︼
で
あ
る
︒

︻
史
料
６
︼
︵
永
禄
六
年
︶
七
月
二
十
九
日
進
士
晴
舎
奉
書
案

﹁
右
筆
方
案

(端
裏
書
)

文

七
月
廿
九
日
﹂

右
筆
方
被
レ

申
趣
者
︑
本
国
寺
与

清
水
寺
成
就
院
相
論
山
事
︑
今
度
為
二

上

意
一

︑
被
レ

伐
二

山
木
一

処
︑
中
間
狼
藉
旨
︑
貴
所
御
一
札
幷

成
就
院
注
申
趣
披

見
之
処
︑
至
二

本
国
寺
一

者
︑
不
レ

能
二

是
非
之
言
上
一

︑
所
詮
被
レ

相
二

定
双
方

奉
行
人
一

︑
可
レ

在
様
被
レ

遂
二

糺
明
一

者
︑
中
間
狼
藉
有
無
等
可
二

相
聞
一

哉

由
︑
各
被
レ

申
候
︑
此
旨
相
心
得
可
レ

申
由
︑
被
二

仰
出
一

候
︑

七
月
廿
九
日

(

永

禄

六

年

)

晴
舎

(進
士
晴
舎
)

松
少

(松
永
久
秀
)
ま
い
る

書
状
之
案
文(

)
17

成
就
院
の
行
動
が
﹁
中
間
狼
藉
﹂
か
否
か
︑
双
方
の
﹁
奉
行
人
﹂
か
ら
事
情
を

聞
き
︑
そ
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
真
偽
の

確
認
を
行
う
と
い
う
幕
府
の
方
針
を
久
秀
に
通
達
し
て
い
る
︒
戦
国
期
の
幕
府
法

廷
で
は
︑
中
間
狼
藉
に
関
す
る
報
告
を
受
け
た
の
ち
︑
そ
の
真
偽
を
確
認
す
る
と

い
う
方
針
を
採
っ
て
い
た(

)

︒
久
秀
の
進
言
を
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
ず
︑
幕
府
内
で

18

審
議
を
行
う
と
い
う
意
思
表
明
を
行
っ
た
書
状
と
し
て
評
価
で
き
る
︒

本
章
で
は
︑
久
秀
が
幕
府
に
進
言
し
た
直
後
ま
で
の
相
論
の
経
緯
に
つ
い
て
︑

史
料
上
に
﹁
中
間
狼
藉
﹂
が
登
場
す
る
場
面
︑
お
よ
び
成
就
院
や
幕
府
の
対
応
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
︒
久
秀
に
よ
る
進
言
は
︑
審
理
が
あ
る
程
度
進
展
し
て

い
る
段
階
で
行
わ
れ
た
︒
こ
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
︑
成
就
院
に
対
抗
す
る
手
段
と

し
て
︑
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
伐
採
を
﹁
中
間
狼
藉
﹂
と
し
て
幕
府
に
進
言
し
た

の
で
あ
る
︒

一
方
︑
報
告
を
受
け
た
晴
舎
ら
奉
行
人
は
︑
中
間
狼
藉
の
実
否
を
明
ら
か
に
す

る
ス
タ
ン
ス
を
表
明
し
た
︒
こ
れ
は
戦
国
期
以
降
の
幕
府
法
廷
に
お
い
て
︑
中
間

狼
藉
の
事
案
に
対
し
︑
審
理
方
針
を
忠
実
に
実
行
し
よ
う
と
す
る
奉
行
人
の
姿
が

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

三
五
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反
映
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
︒

第
二
章

清
水
寺
山
相
論
か
ら
み
え
る
幕
府
内
秩
序
と

中
間
狼
藉
法

前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
︻
史
料
６
︼
に
よ
っ
て
︑
幕
府
法
廷
に
お
い
て
︑
正

式
に
中
間
狼
藉
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
運
と
な
っ
た
︒
本
章
で
は
︑
相
論

が
決
着
す
る
ま
で
の
動
向
に
つ
い
て
︑
久
秀
が
進
言
し
た
背
景
や
訴
訟
へ
の
影
響

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
︒

第
一
節

｢

中
間
狼
藉
﹂
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て

本
節
で
は
︑
清
水
寺
山
相
論
の
経
過
に
つ
い
て
︑
進
言
の
影
響
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
す
る
︒︻
史
料
６
︼
に
よ
り
︑
幕
府
の
意
向
を
聞
い
た
久
秀
は
︑
次
の
書

状
を
出
し
た
︒

︻
史
料
７
︼
︵
永
禄
六
年
︶
八
月
六
日
松
永
久
秀
書
状
案

｢霜
台
一
書

(端
裏
書
)

之
案
︿
永
禄
六

八
月
六
日
﹀﹂

今
度
清
水
成
就
院
・
本
国
寺
相
論
之
山
木
︑
号
二

上
意
御
所
望
一

︑
伐
申
ニ

付
而
︑
両
度
以
二

使
札
一

雖
二

申
候
一

︑
御
返
事
同
前
之
条
︑
重
而
粗
愚
意

以
二

一
書
一

申
入
候
︑

一
︑
先
書
ニ
も

申
入
候
︑
縦
縁
阿
相
論
之
段
︑
依
レ

無
二

案
内
一

︑
伐
可
レ

申
由

候
共
︑
従
二

成
就
院
一

者
︑
相
論
之
山
木
き
ら
せ
申
候
者
︑
寄
二

事
於
左

右
一

︑
伐
申
様
ニ

候
て
︑
如
何
候
条
無
二

申
事
一

︑
山
木
進
上
可
レ

申
之
由
可

レ

有
之
処
︑

公
儀
無
体
を
さ
せ
ら
れ
候
様
仕
成
︑
殊

上
へ
ハ
三
本
進

上
申
由
候
ニ
数
多
伐
取
︑
遂
二

宿
意
一

候
条
︑
謀
略
之
咎
不
レ

被
レ

戒
者
︑

向
後
弥
不
レ

可
レ

有
二

正
体
一

事
︑

一
︑
成
就
院
・
本
国
寺
与

申
結
儀
無
レ

之
由
候
歟
︑
太
以
曲
事
候
︑
先
年
申

結
之
段
︑
無
二

其
隠
一

事
候
︑
殊
自
二

拙
者
一

以
二

両
使
一

上
民
・
貴
所

(上
野
信
孝
)

へ

度
々
申
届
候
︑
定
不
レ

可
レ

有
二

御
失
念
一

候
間
︑
委
不
レ

及
レ

申
候
︑
如
レ

此

軽
二

上
意
一

︑
恣
申
様
︑
言
語
道
断
次
第
︑
其
咎
可
レ

有
之
事
︑

一
︑
相
論
之
山
き
ら
せ
申
段
︑
中
間
狼
藉
之
由
申
候
処
︑
以
二

御
下
知
一

不

レ

被
レ

押
之
条
︑
不
レ

可
レ

為
二

中
間
狼
藉
一

之
由
候
︑
既
相
論
之
山
木
数
多

伐
申
時
者
︑
其
科
難
レ

逃
事
︑
所
詮
︑
於
二

成
就
院
一

者
︑
被
レ

成
二

相
当
之

御
成
敗
一

︑
至
二

本
国
寺
一

者
︑
被
レ

成
二

下
安
堵
之
御
下
知
一

者
︑
外
聞
可

レ

為
二

珍
重
一

候
︑
能
々
御
執
成
専
一
候
︑

八
月
六
日(

)
19

【史
料
７
︼
は
宛
所
を
欠
く
が
︑﹁
先
書
ニ
も
申
入
﹂
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
晴

舎
宛
の
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
第
二
・
三
条
に
注
目
し
た
い
︒
第
二
条
に
つ
い

て
︑
木
下
氏
は
成
就
院
と
本
国
寺
の
間
で
昨
年
﹁
申
結
﹂
ん
で
い
た
こ
と
を
明
記

し
て
お
り
︑
そ
れ
で
も
な
お
審
議
を
続
け
る
行
為
を
非
難
し
︑
審
議
の
中
止
を
求

め
た
と
し
て
い
る(

)

︒
久
秀
の
主
張
が
実
際
該
当
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
︑

20

奉
行
人
ら
の
姿
勢
が
︑
久
秀
の
進
言
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
点
は
窺
え
よ
う
︒
第

三
条
に
お
い
て
も
︑
既
に
﹁
相
論
之
山
﹂
の
木
を
多
く
伐
採
し
て
お
り
︑
成
就
院

は
﹁
其
科
︵
＝
中
間
狼
藉
の
罪
科
︶
﹂
を
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
久
秀
の
主
張
が
記

さ
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
審
議
を
続
け
よ
う
と
す
る
奉
行
人
ら
の
姿
が
︑
久
秀
に

と
っ
て
中
間
狼
藉
法
を
訴
え
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

【史
料
７
︼
は
︑︻
史
料
４
︼
と
同
様
に
晴
舎
か
ら
成
就
院
へ
と
送
ら
れ
た
︒
こ

れ
を
う
け
て
︑
成
就
院
は
再
び
幕
府
に
書
状
を
提
出
し
て
い
る
︒

三
六
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︻
史
料
８
︼
︵
永
禄
六
年
︶
八
月
九
日
清
水
寺
成
就
院
本
願
書
状
案

﹁
言
上

一

(端
裏
書
)

書
之
案
︿
永
禄
六

八
月
九
日
﹀﹂

松
永
霜
台
一
書
被
二

見
下
一

候
︑
忝
存
候
︑
従
二

本
国
寺
一

存
分
可
レ

被
二

申

上
一

之
処
︑
自
二

多
門
一

之
言
上
︑
一
段
致
二

迷
惑
一

候
︑
雖
レ

然
此
方
無
レ

謂

之
旨
︑
以
二

一
書
一

言
上
仕
候
︑

一
︑
今
度
為
二

上
意
一

山
木
被
レ

伐
候
時
︑
本
国
寺
与

相
論
之
山
之
由
︑
御

こ
と
ハ
り
不
二

申
上
一

之
段
︑
曲
事
之
由
被
二

申
上
一

候
歟
︑
当
寺
儀
︑

為
二

勅
願
所
一

帯
二

数
通
御
下
知
一

︑
至
二

境
内
山
林
一

自
二

往
古
一

無
二

他

妨
一

︑
致
二

進
退
一

候
条
︑
不
レ

能
二

言
上
一

候
︑
或
被
二

押
置
一

︑
或
及
二

数

度
一

申
結
所
︑
御
こ
と
ハ
り
不
二

申
上
一

者
︑
曲
事
ニ
も

可
二

成
申
一

歟
︑
当
知

行
之
儀
候
条
︑
更
非
二

私
曲
一

事
︑

一
︑
御
用
木
両
度
ニ

六
本
︑
縁
阿
被
レ

伐
自
レ

山
可
レ

出
之
由
被
レ

申
間
︑
出
申

候
︑
遂
二

宿
意
一

之
様
言
上
之
段
︑
迷
惑
不
レ

過
レ

之
候
︑
更
無
二

其
覚
悟
一

候
︑
御
用
木
事
︑
御
橋
之
板
前
三
本
被
レ

召
候
処
︑
ね
た

(
根
太
)

木
た
り
不
二

申

付
一

而
︑
重
而
三
本
被
レ

伐
候
条
︑
為
二

上
意
被
二

仰
付
一

之
趣
︑
縁
阿
・

御
大
工
可
レ

為
二

存
知
一

之
儀
候
間
︑
少
も
私
曲
構
申
儀
無
レ

之
候
事
︑

一
︑
相
論
之
山
き
ら
せ
申
段
︑
中
間
狼
藉
由
候
︑
其
趣
先
度
如
二

申
上
候
一

︑

更
無
二

私
曲
一

候
︑

一
︑
当
山
之
内
ニ

雖
レ

有
二

諸
宗
之
墓
一

︑
至
二

山
木
以
下
一

者
︑
一
切
無
二

其

煩
一

候
︑
毎
年
彼
墓
守
迄
も
此
方
之
山
廻
ニ

案
内
申
︑
有
二

其
礼
儀
一

掃
除

仕
候
事
︑

一
︑
彼
墓
所
山
木
此
方
進
退
弥
無
レ

紛
子
細
者
︑
先
年
本
国
寺
葬
礼
所
事
︑

雖
二

種
々
懇
望
候
一

︑
同
心
不
レ

申
候
処
︑
従
二

久
我
殿
様
一

竹
内
三
位
殿

為
二

御
使
一

蒙
レ

仰
候
間
︑
自
二

此
方
一

少
々
木
お

伐
枝
お

払
申
候
処
︑
御
祝
着

之
旨
被
レ

成
二

御
書
一

︑
同
三
位
殿
書
状
・
本
国
寺
行
事
折
紙
等
在
レ

之
事
︑

右
趣
可
レ

然
之
様
︑
預
二

御
披
露
一

候
者
︑
忝
可
レ

奉
レ

存
候
︑

八
月
九
日(

)
21

五
つ
の
一
つ
書
き
で
自
身
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
が
︑
内
容
と
し
て
は
次
の

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
︒
一
つ
は
︑
本
国
寺
と
の
訴
訟
に
対
す
る
自
身
の
正
当
性
に

つ
い
て
で
あ
り
︑
主
に
第
一
・
四
・
五
条
が
該
当
す
る
︒
第
一
条
で
は
︑
勅
願
所

と
な
っ
て
い
る
こ
と
︵
由
緒
の
問
題
︶
な
ど
を
挙
げ
︑
既
に
係
争
地
は
﹁
当
知
行
﹂

︵
清
水
寺
︶
で
あ
る
と
す
る
︒
ま
た
︑
第
四
条
で
は
論
所
で
あ
る
清
水
寺
山
の
墓

に
つ
い
て
︑
第
五
条
で
は
伐
採
を
行
っ
た
前
例
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
︑
相

論
以
前
の
論
所
の
状
態
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒
第
四
・
五
条
は
︑︻
史
料
１
︼

の
第
二
・
三
条
に
も
記
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
り
︑
本
来
解
決
済
み
と
さ
れ
た
訴

訟
に
お
け
る
自
身
の
主
張
を
再
び
提
示
し
て
い
る
︒

も
う
一
つ
は
﹁
中
間
狼
藉
﹂
に
対
す
る
反
論
で
あ
り
︑
第
二
・
三
条
が
該
当
す

る
︒
第
二
条
で
は
︑
伐
採
に
至
っ
た
経
緯
を
記
し
て
お
り
︑
︻
史
料
５
︼
と
同
様

に
︑﹁
上
意
﹂
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
︒
第
三
条
に
お
い
て
も
︑

﹁
先
度
︵
＝
︻
史
料
５
︼︶
﹂
で
述
べ
た
通
り
で
あ
り
︑﹁
中
間
狼
藉
﹂
で
は
な
い
旨

を
記
し
て
い
る
︒

【史
料
５
︼
と
比
較
す
る
と
︑
係
争
地
は
繋
属
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
ま
た
︑
材
木

伐
採
は
幕
府
に
よ
る
命
令
で
あ
る
た
め
︑
中
間
狼
藉
に
該
当
し
な
い
と
い
う
主
張

を
成
就
院
は
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
特
に
﹁
上
意
﹂
と
い
う
文
言
が
現

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
成
就
院
は
伐
採
の
事
実
を
認
め
な
が
ら
も
︑
自
身
の
正
当

性
を
繰
り
返
し
訴
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
︒

第
二
節

清
水
寺
山
相
論
に
お
け
る
﹁
中
間
狼
藉
﹂

こ
こ
ま
で
の
訴
訟
経
緯
を
見
る
限
り
︑
清
水
寺
山
相
論
は
前
年
ま
で
に
解
決
済

み
で
あ
り
︑
そ
の
上
で
久
秀
に
よ
る
進
言
が
行
わ
れ
て
い
る
︒︻
史
料
７
︼
第
二

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

三
七
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条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
︑
審
議
を
延
ば
そ
う
と
す
る
︵
あ
る
い
は
そ
う
み
ら
れ
て
も

仕
方
な
か
っ
た
︶
晴
舎
ら
奉
行
人
に
も
原
因
が
あ
っ
た
が
︑
訴
訟
の
当
初
か
ら
久

秀
が
そ
の
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
で
は
︑
な
ぜ
久
秀
は
中
間
狼

藉
法
の
適
用
を
進
言
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
︒

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
︑
い
ま
一
度
中
間
狼
藉
に
対
す
る
成
就
院
の

反
論
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
︒
成
就
院
の
主
張
と
し
て
は
︑
伐
採
時
に
論
所

が
幕
府
に
繋
属
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
︑
伐
採
そ
の
も
の
は
幕
府
の
要
請
に
よ

る
も
の
で
あ
り
︑
正
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
が
︻
史
料
５
︼︻
史
料
８
︼
に
お
い

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
審
議
中
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
︑

あ
く
ま
で
論
所
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒

論
所
は
繋
属
さ
れ
る
と
︑
訴
訟
当
事
者
ら
の
手
か
ら
離
れ
︑
法
廷
の
中
に
置
か

れ
る
状
態
に
な
る
︒
室
町
幕
府
に
お
い
て
は
︑
史
料
上
﹁
置
二

所
務
於
中
一

﹂
と

表
現
さ
れ
︑
論
所
の
繋
属
を
伝
え
る
奉
行
人
奉
書
が
出
さ
れ
て
い
た(

)

︒
こ
の
状
態

22

の
論
所
に
手
出
し
を
す
る
こ
と
を
﹁
中
間
狼
藉
﹂
と
呼
び
︑
中
間
狼
藉
法
が
適
用

さ
れ
る
︒
た
だ
し
︑﹁
所
務
を
中
に
置
く
﹂
手
続
が
行
わ
れ
て
も
︑
訴
訟
当
事
者

で
あ
る
知
行
主
に
論
所
の
知
行
を
認
め
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
々
あ
る(

)

︒
清
水
寺
山

23

相
論
に
お
い
て
も
︑
形
式
上
﹁
所
務
を
中
に
置
く
﹂
手
続
が
実
施
さ
れ
た
一
方
︑

依
然
と
し
て
清
水
寺
が
論
所
を
知
行
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
︒
こ
の
状
況

下
で
︑
幕
府
の
依
頼
を
受
け
た
成
就
院
が
材
木
伐
採
を
実
施
し
︑
そ
の
行
為
を
問

題
視
し
た
久
秀
が
﹁
中
間
狼
藉
﹂
を
訴
え
た
の
で
あ
る
︒

成
就
院
の
主
張
で
は
︑
久
秀
に
﹁
中
間
狼
藉
﹂
と
み
な
さ
れ
て
い
る
伐
採
行
為

は
︑
幕
府
か
ら
の
要
請
だ
と
す
る
︒
こ
れ
は
幕
府
か
ら
の
要
請
と
い
う
正
当
性
を

主
張
す
る
こ
と
で
︑
幕
府
へ
の
手
出
し
に
は
該
当
し
な
い
︑
つ
ま
り
﹁
中
間
狼

藉
﹂
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
逆
に
久
秀
は
︑
伐
採
行
為
を
繋

属
元
で
あ
る
幕
府
へ
の
手
出
し
と
み
な
し
て
繰
り
返
し
訴
え
て
い
た
︑
と
い
う
こ

と
に
な
る
︒
成
就
院
と
久
秀
は
︑
と
も
に
﹁
審
議
中
に
起
き
た
狼
藉
﹂
で
は
な

く
︑﹁
審
議
を
行
う
幕
府
へ
の
狼
藉
﹂
と
し
て
﹁
中
間
狼
藉
﹂
を
捉
え
︑
議
論
を

続
け
て
い
た
の
で
あ
る
︒

笠
松
宏
至
氏
は
︑
中
世
の
﹁
中
間
﹂
は
時
間
的
な
も
の
で
は
な
く
︑
物
事
が
中

途
半
端
な
状
態
で
あ
る
こ
と
と
し
て
空
間
的
に
捉
え
て
い
る(

)

︒
で
は
︑
笠
松
氏
の

24

指
摘
を
踏
ま
え
る
と
︑﹁
中
間
狼
藉
﹂
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
だ
ろ
う
か
︒

こ
こ
で
の
﹁
中
途
半
端
な
状
態
﹂
に
あ
る
対
象
は
︑
法
廷
に
よ
っ
て
﹁
所
務
を
中

に
置
か
れ
た
﹂
論
所
に
他
な
ら
な
い
︒﹁
所
務
が
中
に
置
か
れ
た
﹂
論
所
は
︑
訴

訟
当
事
者
の
手
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
︑
文
字
通
り
﹁
中
途
半
端
な
状
態
﹂
と
な

る
た
め
で
あ
る
︒﹁
中
間
狼
藉
﹂
は
﹁
中
途
半
端
な
状
態
に
あ
る
論
所
へ
の
手
出

し
﹂
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
︒
ま
た
論
所
を
﹁
中
途
半
端
な
状
態
﹂
に
至
ら
し
め

た
の
は
︑
中
に
置
か
れ
た
法
廷
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
ゆ
え
に
︑
論
所
へ
の
手
出

し
は
︑
中
に
置
く
法
廷
に
対
す
る
手
出
し
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
︒

清
水
寺
山
相
論
の
場
合
︑
論
所
は
幕
府
の
中
に
置
か
れ
た
た
め
︑
中
間
狼
藉
を

行
う
こ
と
は
︑
幕
府
へ
の
手
出
し
も
意
味
し
た
︒
久
秀
は
こ
の
点
に
注
目
し
︑
成

就
院
の
伐
採
行
為
を
﹁
中
間
狼
藉
﹂
と
し
て
幕
府
に
進
言
し
た
の
で
あ
る
︒
成
就

院
も
こ
の
点
を
理
解
し
て
お
り
︑
伐
採
を
﹁
上
意
﹂
だ
と
主
張
す
る
こ
と
で
︑
中

間
狼
藉
法
の
適
用
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
木
下
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
︑
不
必
要
に
審
議
を
続
け
よ
う
と
す
る
晴
舎

ら
奉
行
人
ら
の
姿
勢
に
も
原
因
が
あ
っ
た(

)

︒
審
議
を
続
け
る
こ
と
は
︑
論
所
の
繋

25

属
状
態
が
解
除
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
繋
属
中

に
行
わ
れ
た
成
就
院
の
伐
採
行
為
は
︑﹁
中
間
狼
藉
﹂
に
該
当
す
る
と
久
秀
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
︒
久
秀
は
︑
論
所
の
繋
属
が
解
除
さ
れ
な
い
要
因
を
︑
奉
行

人
の
姿
勢
に
見
出
し
︑︻
史
料
７
︼
に
お
い
て
︑
中
間
狼
藉
法
を
訴
え
る
だ
け
で

は
な
く
︑
奉
行
人
ら
を
非
難
し
て
い
る
︒﹁
幕
府
へ
の
手
出
し
﹂﹁
奉
行
人
ら
の
姿

勢
﹂
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
︑
久
秀
の
進
言
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
︒
幕

府
秩
序
・
体
制
の
維
持
を
志
向
し
た
と
す
る
田
中
氏
の
指
摘
に
も
重
な
る
部
分
が

三
八
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あ
る(

)

︒
26た

だ
し
︑
審
理
状
況
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
︑
御
前
沙
汰
に
関
与
で
き
な
い
久

秀
の
行
為
は
︑
義
輝
や
奉
行
人
ら
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ

た
︒
久
秀
の
進
言
は
﹁
内
訴
﹂
︵
後
掲
︻
史
料
１
３
︼︶
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
︒

本
国
寺
の
檀
那
で
あ
っ
た
点
も
踏
ま
え
る
と
︑
久
秀
の
進
言
は
︑
個
人
的
事
情
に

よ
る
行
為
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う(

)

︒
審
議
を
続
け
よ
う
と
す
る
奉
行
人
ら
の
姿
勢

27

に
も
問
題
は
あ
っ
た
が
︑
久
秀
の
行
為
は
中
間
狼
藉
法
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
︑
幕
府
に
と
っ
て
肯
定
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒

法
の
応
用
と
い
う
点
に
お
い
て
は
︑
本
相
論
の
久
秀
は
︑
幕
府
の
秩
序
維
持
を
志

向
し
た
存
在
で
は
な
い
と
い
え
る
︒

第
三
節

幕
府
に
よ
る
審
議
と
相
論
の
決
着

久
秀
と
成
就
院
の
間
で
主
張
の
対
立
が
続
く
な
か
︑
晴
舎
ら
奉
公
人
ら
に
よ
っ

て
次
の
意
見
状
が
提
出
さ
れ
て
い
る
︒

︻
史
料
９
︼
永
禄
六
年
八
月
十
七
日
室
町
幕
府
奉
行
人
意
見
状
案

｢右
筆
方
重

(端
裏
書
)

被
レ

申
趣
之
案
文
︿
永
禄
六

八
月
十
七
日
﹀﹂

重
被
二

尋
下
一

︑
本
国
寺
与

清
水
寺
成
就
院
本
願
相
論
山
木
事
︑
松
永
弾
正
少

弼
久
秀
一
札
幷

一
書
等
披
見
畢
︑
先
度
如
二

言
上
一

可
レ

被
二

糺
決
一

段
︑
今
以

同
前
︑
爰
重
久
秀
一
書
被
二

見
下
一

︑
本
願
被
レ

答
上
者
︑
又
不
レ

及
二

其
返

答
一

︑
以
二

内
々
一

被
二

取
合
一

儀
不
レ

可
レ

然
︑
所
詮
有
様
於
レ

可
レ

被
レ

遂
二

御

糺
明
一

者
︑
中
間
狼
藉
有
無
以
下
︑
可
二

相
聞
一

哉
之
由
︑
各
申
レ

之
矣
︑

永
禄
六
年
八
月
十
七
日(

)
28

本
国
寺
と
成
就
院
双
方
か
ら
事
情
を
聞
い
た
う
え
で
︑﹁
中
間
狼
藉
﹂
の
有
無

を
判
断
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
﹁
爰
重
久
秀
︵
中
略
︶
不
レ

及
二

其
返

答
一

︑﹂
と
い
う
文
言
か
ら
︑
久
秀
の
書
状
に
対
し
て
は
︑
成
就
院
が
対
応
し
た

た
め
︑
返
信
し
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
久
秀
の
進
言
は
聞

い
た
も
の
の
︑
あ
く
ま
で
直
接
関
与
は
さ
せ
な
い
と
い
う
︑
晴
舎
ら
奉
行
人
側
の

方
針
が
窺
え
よ
う
︒
そ
の
後
宣
言
通
り
︑
御
前
沙
汰
に
お
い
て
中
間
狼
藉
を
議
題

と
す
る
審
理
が
開
催
さ
れ
た
︒

︻
史
料
１
０
︼
︵
永
禄
六
年
︶
十
月
三
日
進
士
晴
舎
奉
書
案

｢進
士
美
作

(端
裏
書
)

守
殿

案
文
︿
十
月
三
日
﹀﹂

就
二

清
水
寺
山
之
儀
一

︑
従
二

本
国
寺
一

被
二

申
上
一

候
通
︑
度
々
御
申
之
趣
︑

致
二

披
露
一

候
処
︑
彼
山
之
儀
可
レ

被
レ

見
段
︑
幸
奉
行
人
在
レ

之
間
︑
左
右
方

以
二

奉
行
人
一

被
二

申
上
一

︑
被
レ

遂
二

御
糺
明
之
淵
底
一

︑
以
二

其
上
一

山
已
下

を
も
被
レ

見
︑
憲
法
ニ

被
二

仰
付
一

︑
可
レ

然
雖
下

被
二

思
食
一

候
上

︑
御
申
之

儀
候
条
︑
山
之
儀
被
レ

見
︑
被
レ

差
二

下
絵
図
一

候
︑
双
方
以
二

奉
行
一

不
二

申

上
一

儀
候
間
︑
竹
内
三
位
殿
侍
一
人
︑
大
館
伊
予
守
忰
者
幷

縁
阿
・
歳
阿
︑

我
等
者
被
二

差
遣
一

︑
被
レ

見
如
レ

此
候
︑
松
田
一
兵
衛
尉
も
被
二

罷
出
一

候
︑

於
二

此
儀
一

︑
幾
重
御
申
候
共
︑
被
レ

加
二

御
糺
明
一

︑
以
二

有
様
之
上
一

︑
可

レ

被
二

仰
付
一

︑
然
者
双
方
之
儀
難
レ

有
二

御
裁
許
一

由
候
︑
右
之
趣
︑
如
何
と

被
レ

存
候
者
︑
天
下
之
ほ
う
へ
ん
無
レ

之
様
︑
以
二

御
分
別
一

︑
可
レ

被
二

申
付
一

哉
由
︑
得
二

其
意
一

可
レ

申
旨
被
二

仰
出
一

候
︑(

)
29

参
加
者
と
し
て
︑
大
館
晴
忠
︑
縁
阿
︑
歳
阿
︑
﹁
竹
内
三
位
︵
季
治
︶
殿
侍
﹂︑

松
田
が
名
前
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
縁
阿
は
清
水
寺
山
の
木
を
切
っ
た
張
本
人
と

し
て
︑
度
々
史
料
上
に
登
場
し
て
い
る
︒
ま
た
季
治
は
久
我
家
の
使
者
と
し
て
︑

木
の
所
望
を
願
い
出
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
が
︻
史
料
１
︼
に
お
い
て
記
さ
れ
て
お

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

三
九
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り
︑﹁
殿
侍
﹂
が
季
治
の
代
わ
り
に
出
席
し
て
い
る
︒
お
そ
ら
く
清
水
寺
と
本
国

寺
の
関
係
︑
お
よ
び
伐
採
の
実
情
な
ど
を
聴
取
す
る
た
め
に
︑
縁
阿
や
松
田
が
審

理
の
場
に
参
加
し
た
の
だ
ろ
う
︒
奉
行
人
の
披
露
だ
け
で
は
な
く
︑
伐
採
の
関
係

者
へ
の
聴
取
も
含
ん
だ
審
理
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

さ
て
調
査
の
結
果
だ
が
︑
双
方
の
主
張
は
﹁
難
レ

有
二

御
裁
許
一

﹂
と
判
断
さ

れ
︑﹁
天
下
の
ほ
う
へ
ん
﹂
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
︑
公
平
な
判
決
を
下
す
よ
う

指
示
が
出
さ
れ
た
︒﹁
得
二

其
意
一

︵
中
略
︶
被
二

仰
出
一

候
﹂
の
文
言
か
ら
︑
指
示

を
出
し
た
の
は
義
輝
で
あ
る
︒
つ
ま
り
中
間
狼
藉
の
有
無
に
つ
い
て
︑
結
論
が
で

な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
結
論
に
対
し
︑
久
秀
と
成
就
院
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
反
応
を
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

︻
史
料
１
１
︼
︵
永
禄
六
年
︶
十
月
三
日
松
永
久
秀
書
状
案

就
二

本
国
寺
墓
所
山
木
儀
一

︑
清
水
成
就
院
曲
事
之
趣
︑
及
二

数
度
一

雖
二

申

上
一

︑
不
レ

被
二

聞
食
分
一

様
御
気
色
有
レ

之
趣
︑
併
内
々
以
御
取
合
故
歟
︑

失
二

面
目
一

存
候
条
︑
雖
レ

為
二

幾
重
一

︑
清
水
本
願
曲
事
之
段
︑
達
而
可
二

申

上
一

覚
悟
事
︑
従
レ

是
下
繁
略
レ

之
︑

十
月
三
日

久
秀
在
判(

)
30

【史
料
１
１
︼
に
つ
い
て
︑
村
井
氏
は
幕
府
に
宛
て
た
と
す
る
が
︑
本
相
論
に

お
け
る
久
秀
と
幕
府
の
書
状
の
往
還
を
考
え
る
と
︑
お
そ
ら
く
晴
舎
宛
だ
ろ
う(

)

︒
31

こ
こ
で
は
久
秀
が
晴
舎
に
対
し
︑
今
後
も
中
間
狼
藉
を
訴
え
続
け
る
旨
を
記
し
て

い
る
︒
こ
れ
は
︻
史
料
７
︼
第
二
条
に
あ
る
晴
舎
へ
の
不
満
に
も
通
ず
る
部
分
で

あ
る
︒︻
史
料
１
０
︼
と
同
日
付
け
で
あ
る
た
め
︑︻
史
料
１
１
︼
を
受
け
て
出
さ

れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
︒
た
だ
︑
直
前
に
行
わ
れ
た
審
理
結
果
を
う
け
て
︑

久
秀
が
作
成
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
︒

次
に
成
就
院
の
反
応
を
み
て
い
こ
う
︒
次
の
︻
史
料
１
２
︼
は
︑
奉
行
人
の
治

部
三
郎
左
衛
門
尉
︵
藤
道
︶
に
宛
て
た
書
状
案
で
あ
る
︒

︻
史
料
１
２
︼
︵
永
禄
六
年
︶
十
月
十
三
日
清
水
寺
成
就
院
本
願
書
状
案

﹁
山
林
事

治

(端
裏
書
)

部
三
郎
左
衛
門
尉
殿
へ
書
状
之
案
︿
永
禄
六

十
月
十
三

日
﹀﹂

就
二

当
山
林
内
一

自
二

本
国
寺
一

無
レ

故
可
レ

被
二

存
知
一

之
由
言
上
︑
可
レ

被

レ

遂
二

御
糺
明
一

旨
候
条
︑
彼
訴
状
可
二

写
申
一

之
由
︑
以
二

使
者
一

令
レ

申
候

処
︑
自
二

霜
台

(松
永
久
秀
)

一

之
言
上
︑
驚
存
候
︑
本
国
寺
訴
訟
之
儀
候
間
︑
自
二

彼
寺
一

於
レ

被
二

申
上
一

者
︑
返
答
可
レ

仕
候
︑
久
秀
へ
対
申
可
レ

及
二

訴
論
一

之
段
︑
不

レ

致
二

分
別
一

︑
迷
惑
仕
候
条
︑
番
申
儀
御
座
有
間
敷
候
︑
次
今
度
御
用
木
之

段
者
︑
為
二

上
意
一

被
二

召
置
一

儀
候
条
︑
有
様
之
趣
︑
被
二

仰
出
一

候
者
︑

忝
可
レ

存
候
︑
此
等
之
旨
︑
宜
レ

預
二

御
披
露
一

候
︑
恐
惶
謹
言
︑

十
月
十
三
日

本
願

治
部
三
郎
左
衛
門
尉
殿(

)
32

｢自
二

霜
台
一

文
言
上
︑
驚
存
候
﹂
と
い
う
文
言
か
ら
︑
本
来
な
ら
本
国
寺
の

﹁
訴
状
﹂
が
出
て
く
る
場
面
に
お
い
て
︑
久
秀
の
主
張
が
出
て
き
た
こ
と
に
驚
い

た
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
久
秀
が
対
決
の
場
に
出
て
く
る
可
能
性
に
つ
い

て
も
困
惑
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
︒
七
月
以
降
積
極
的
に
活
動
す
る
久
秀
を
訴

訟
当
事
者
と
し
て
捉
え
て
お
り
︑
率
直
な
心
境
を
綴
っ
て
い
る
史
料
で
あ
る
︒
そ

の
後
︑
成
就
院
が
最
終
的
に
訴
え
を
取
り
下
げ
た
た
め
︑
本
国
寺
に
論
所
は
宛
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
そ
の
こ
と
を
記
し
た
の
が
︑
次
の
奉
行
人
連
署
奉
書
案
で

あ
る
︒

四
〇
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︻
史
料
１
３
︼
永
禄
六
年
十
月
二
十
四
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案

当
寺
墓
所
山
事
︑
今
度
被
レ

相
二

懸
用
木
一

刻
︑
清
水
寺
本
願
成
就
院
就
下

剪
二

通
彼
山
木
一

否
︑
幷
木
数
多
少
以
下
儀
上

︑
松
永
弾
正
少
弼
久
秀
条
々
申
二

子

細
一

之
間
︑
被
レ

訪
二

右
筆
方
一

異
見
之
処
︑
内
訴
不
レ

可
レ

然
︑
有
様
可
レ

被
二

糺
明
一

之
旨
依
レ

申
レ

之
︑
雖
レ

被
レ

仰
二

出
之
一

︑
本
願
不
レ

可
レ

致
レ

対
二

論
久

秀
一

趣
︑
捧
二

一
行
一

︑
頗
自
由
︑
既
従
二

内
々
一

両
方
載
二

紙
面
一

言
上
候
︑
今

更
争
可
レ

及
二

異
議
一

哉
之
段
︑
重
各
雖
レ

令
二

評
判
一

︑
猶
以
同
篇
之
旨
者
︑

無
二

是
非
一

者
歟
︑
所
詮
︑
則
久
秀
任
二

執
申
旨
一

︑
可
レ

被
二

進
止
一

由
︑
所

レ

被
二

仰
下
一

也
︑
仍
執
達
如
レ

件
︑

永
禄
六
年
十
月
廿
四
日

散

位

判

前
加
賀
守

(
飯

尾

貞

広

)

判

本
国
寺
雑
掌(

)
33

久
秀
の
関
与
は
﹁
松
永
弾
正
少
弼
久
秀
条
々
申
二

子
細
一

之
間
﹂﹁
則
久
秀
任
二

執
申
旨
一

﹂
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
︒
こ
こ
に
現
れ
る
内
容
は
︑
久
秀
が
成
就

院
に
よ
る
﹁
中
間
狼
藉
﹂
を
進
言
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
た
だ
し
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
明
記
せ
ず
︑
久
秀
の
関
与
の
み
記
す
形
式
を
採
用
し
て
い
る
︒

清
水
寺
山
相
論
は
︑
成
就
院
に
よ
る
訴
え
の
取
り
下
げ
に
よ
っ
て
決
着
し
た

が
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
︑
天
野
氏
は
成
就
院
が
久
秀
に
恐
れ
を
な
し
た
た
め
に
︑

訴
え
を
取
り
下
げ
た
と
し
て
い
る(

)

︒
確
か
に
久
秀
と
の
直
接
対
論
を
実
施
す
る
可

34

能
性
が
浮
上
し
た
の
ち
に
︑
成
就
院
が
訴
え
を
取
り
下
げ
た
が
︑
そ
の
原
因
は
奉

行
人
ら
が
中
間
狼
藉
の
有
無
を
証
明
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
︒
伐
採
を
幕

府
の
命
令
に
よ
る
も
の
と
す
る
成
就
院
に
と
っ
て
︑
奉
行
人
が
中
間
狼
藉
の
有
無

を
証
明
で
き
な
い
以
上
︑
自
身
の
反
論
材
料
が
無
く
な
っ
た
の
も
同
然
で
あ
っ

た
︒【史

料
１
１
︼
か
ら
は
︑
直
接
対
論
に
お
い
て
も
久
秀
が
中
間
狼
藉
法
の
適
用

を
強
調
す
る
可
能
性
が
高
く
︑
そ
の
こ
と
は
︻
史
料
１
２
︼
時
点
で
成
就
院
も
把

握
し
て
い
た
︒︻
史
料
８
︼
の
第
一
・
四
・
五
条
で
み
た
よ
う
に
︑
成
就
院
側
も
︑

由
緒
の
問
題
な
ど
︑
主
張
で
き
る
論
拠
は
幾
つ
か
残
さ
れ
て
い
た
︒
そ
れ
で
も
訴

え
を
取
り
下
げ
た
背
景
に
は
︑
証
文
よ
り
も
中
間
狼
藉
法
の
方
が
優
先
さ
れ
る
状

況
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
︒
奉
行
人
ら
が
中
間
狼
藉
の
有
無
を
証
明
で
き

な
い
以
上
︑
久
秀
の
主
張
に
反
論
で
き
な
い
と
成
就
院
は
判
断
し
︑
訴
え
を
取
り

下
げ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
︑
成
就
院
が
恐
怖
し
て
い
た
の
は
久

秀
個
人
で
は
な
く
︑
久
秀
が
執
拗
に
中
間
狼
藉
法
の
適
用
を
主
張
す
る
状
況
に

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

本
章
で
は
︑
相
論
が
決
着
す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
︑
中
間
狼
藉
法
に
対
す

る
久
秀
の
認
識
や
審
理
へ
の
影
響
な
ど
を
中
心
に
検
討
し
た
︒
久
秀
の
認
識
と
し

て
は
︑
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
︒
す
な
わ
ち
︑﹁
訴
訟
中
の
係
争
地
は

法
廷
の
中
に
置
か
れ
た
状
態
で
あ
り
︑
訴
訟
当
事
者
は
如
何
な
る
事
情
で
あ
れ
手

出
し
不
可
で
あ
る
︒
係
争
地
へ
の
手
出
し
は
︑
中
に
置
か
れ
た
法
廷
へ
の
手
出
し

と
同
然
で
あ
り
︑
確
認
で
き
た
時
点
で
中
間
狼
藉
を
訴
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
︒﹂
と
︒
こ
の
認
識
の
も
と
で
︑
久
秀
は
本
相
論
に
お
け
る
係
争
地
の
現
状
を

判
断
し
︑
法
を
応
用
す
る
こ
と
で
訴
え
た
︒
成
就
院
も
ま
た
︑
こ
の
認
識
を
理
解

し
て
い
た
た
め
︑
伐
採
を
幕
府
の
命
令
︵﹁
上
意
﹂︶
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
続

け
た
の
で
あ
る
︒

一
方
で
︑
晴
舎
ら
奉
行
人
は
あ
く
ま
で
も
中
立
な
立
場
か
ら
の
審
理
を
行
う
ス

タ
ン
ス
を
採
っ
て
お
り
︑
久
秀
や
成
就
院
が
参
加
し
な
い
審
理
を
実
施
し
て
い

る
︒
そ
の
審
理
は
︑
縁
阿
な
ど
伐
採
に
関
係
し
た
人
物
な
ど
が
参
加
し
て
い
た

点
︑
ま
た
絵
図
の
作
成
を
行
っ
て
い
た
点
か
ら
︑
中
間
狼
藉
の
有
無
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
り
︑
戦
国
期
幕
府
で
行
わ
れ
て
い
た
プ
ロ
セ
ス
に
忠
実
で
あ
っ
た
︒

︻
史
料
１
３
︼
に
お
い
て
︑
成
就
院
と
久
秀
を
対
論
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
も
︑
幕
府
は
一
貫
し
て
中
間
狼
藉
の
有
無
を
問
う
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

四
一
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の
で
あ
る
︒

最
終
的
に
︑
成
就
院
に
対
し
て
中
間
狼
藉
法
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
︒
こ
れ
は

幕
府
内
に
お
け
る
中
間
狼
藉
に
対
す
る
議
論
が
決
着
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
︑

成
就
院
の
動
向
次
第
で
は
︑
議
論
が
継
続
さ
れ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
た
︒
し

か
し
︑
久
秀
が
さ
ら
に
強
調
す
る
可
能
性
も
ま
た
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
︒
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
︑
成
就
院
は
や
む
な
く
訴
え
を
取
り
下
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

お
わ
り
に

本
稿
で
は
︑
清
水
寺
山
相
論
に
お
け
る
久
秀
の
進
言
を
中
心
に
︑
当
時
の
中
間

狼
藉
法
に
対
す
る
認
識
︑
お
よ
び
訴
訟
そ
の
も
の
へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
︒

で
は
本
相
論
に
お
い
て
︑
久
秀
に
よ
る
﹁
中
間
狼
藉
﹂
の
進
言
は
︑
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
天
野
氏
・
木
下
氏
は
幕
府
裁
判
へ
の
介
入
と

し
て
捉
え
て
い
る
が
︑
村
井
氏
は
幕
府
へ
の
提
訴
だ
と
み
て
い
る
︒
ま
ず
は
︑
永

禄
年
間
の
幕
府
に
お
け
る
久
秀
の
立
場
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
︑
久
秀
の
進
言

に
つ
い
て
評
価
し
た
い
︒

久
秀
は
永
禄
三
年
︵
一
五
六
〇
︶
に
幕
府
直
臣
格
の
御
供
衆
に
加
え
ら
れ
︑
こ

れ
以
降
︑
三
好
家
臣
と
し
て
で
は
な
く
︑
幕
臣
と
し
て
の
行
動
も
取
る
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る(

)

︒
永
禄
五
年
に
お
き
た
︑
富
墓
荘
の
年
貢
納
入
を
巡
る
北

35

野
松
梅
院
と
曼
殊
院
の
相
論
で
は
︑
裁
許
し
た
政
所
沙
汰
に
非
議
が
あ
る
と
し
︑

義
輝
が
調
査
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た(

)

︒
し
か
し
そ
の
場
に
い
た
久
秀
が
意
見
し
︑

36

義
輝
を
制
止
し
よ
う
と
す
る
︒
こ
の
時
晴
舎
ら
は
久
秀
に
意
見
し
︑
久
秀
も
す
ぐ

さ
ま
反
論
し
た
︒
こ
れ
に
つ
い
て
田
中
氏
は
︑
久
秀
の
立
場
を
晴
舎
ら
と
同
格
で

あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
お
り
︑﹁
幕
臣
と
し
て
京
都
政
局
に
臨
﹂
ん
で
い
た
︑
と

結
論
付
け
て
い
る(

)

︒
幕
府
に
対
す
る
久
秀
の
姿
勢
が
︑
裁
判
に
お
い
て
﹁
執
申
﹂

36

が
可
能
な
存
在
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

で
は
︑
清
水
寺
山
相
論
に
お
け
る
久
秀
の
立
場
は
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
だ

ろ
う
か
︒
こ
こ
で
︑︻
史
料
１
２
︼︻
史
料
１
３
︼
か
ら
窺
え
る
︑
久
秀
と
成
就
院

の
対
決
の
可
能
性
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
︒
当
時
の
対
決
と
は
︑
訴
訟
当
事
者
で

あ
る
訴
人
︑
論
人
の
間
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
︑
本
来
な
ら
ば
久
秀
と
成
就

院
の
間
で
は
発
生
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
︒
し
か
し
久
秀
と
成
就
院
が
直
接
対
決

す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
る
と
︑
久
秀
も
ま
た
訴
訟
当
事
者
と

し
て
見
做
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
︒
つ
ま
り
新
た
に
久
秀
と
成
就
院
の
間
で
︑
中

間
狼
藉
の
真
偽
を
め
ぐ
る
相
論
が
発
生
し
て
い
た
︒︻
史
料
１
３
︼
に
あ
る
﹁
内

訴
﹂
と
い
う
文
言
か
ら
も
︑
審
議
中
で
あ
る
成
就
院
と
本
国
寺
の
相
論
と
は
別
に

進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

既
述
の
通
り
︑
久
秀
の
進
言
は
︑
個
人
的
事
情
に
よ
る
﹁
内
訴
﹂
で
あ
っ
た
︒

確
か
に
晴
舎
ら
奉
行
人
ら
の
姿
勢
も
問
題
で
あ
り
︑
そ
の
是
正
を
図
ろ
う
と
し
た

久
秀
の
行
為
は
︑
田
中
氏
が
指
摘
す
る
︑
幕
府
秩
序
を
重
視
す
る
久
秀
像
と
し
て

評
価
で
き
よ
う
︒
し
か
し
成
就
院
の
中
間
狼
藉
も
︑
相
論
の
現
状
を
把
握
し
た
久

秀
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
主
張
で
あ
り
︑
中
間
狼
藉
法
の
応
用
に
よ
っ
て
実
現
し

て
い
る
︒
久
秀
の
進
言
は
︑
幕
府
秩
序
を
脅
か
す
行
為
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ

る
︒で

は
︑
進
言
に
対
応
し
た
晴
舎
ら
奉
行
人
ら
は
︑
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
だ

ろ
う
か
︒
既
述
の
通
り
︑
中
間
狼
藉
の
訴
え
を
聞
い
た
幕
府
は
︑
中
間
狼
藉
の
進

言
を
受
け
た
あ
と
︑
真
偽
の
確
認
を
行
っ
て
い
た
︒
清
水
寺
山
相
論
に
お
い
て

も
︑
従
来
か
ら
の
手
順
に
則
っ
て
対
応
し
て
お
り
︑
す
ぐ
に
成
就
院
を
処
罰
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
︒
特
に
伐
採
の
関
係
者
を
交
え
て
の
審
理
の
実
施
な
ど
︑
中
間

狼
藉
の
有
無
に
つ
い
て
調
べ
る
動
き
を
採
っ
て
い
た
こ
と
は
︑
幕
府
の
基
本
対
応

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
︒
本
相
論
に
お
い
て
︑
奉
行
人
ら
は
幕
府
秩
序
を
守
る

た
め
の
行
動
を
採
っ
て
お
り
︑
義
輝
も
そ
の
動
き
を
容
認
し
て
い
た
と
い
え
る
︒

四
二
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た
だ
し
︑
こ
れ
は
あ
く
ま
で
審
理
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
︒
本
来
成
就

院
と
本
国
寺
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
訴
訟
に
お
い
て
は
︑
不
必
要
に
審
議
を
続
け

よ
う
と
す
る
行
為
が
見
受
け
ら
れ
︑
久
秀
に
進
言
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
︒
清
水

寺
山
相
論
は
︑
義
輝
政
権
の
訴
訟
体
制
の
問
題
点
を
示
す
一
例
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
︒

さ
て
︑
今
後
の
課
題
と
し
て
は
︑
分
国
法
内
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
と
の
関
連

が
挙
げ
ら
れ
る
︒
中
間
狼
藉
法
に
対
す
る
久
秀
の
認
識
は
︑
当
時
の
戦
国
大
名
や

そ
の
家
臣
も
保
有
し
て
い
た
認
識
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
︒
こ

の
認
識
は
︑
分
国
法
内
に
盛
り
込
ま
れ
た
中
間
狼
藉
法
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
︒

例
え
ば
六
角
氏
式
目
二
七
条
で
は
︑
中
間
狼
藉
の
真
偽
を
確
認
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る(

)

︒
ま
た
直
前
の
二
六
条
で
は
︑﹁
御
押
之
奉
書
﹂
を
発
給
す
る
タ

38

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る(

)

︒﹁
御
押
之
奉
書
﹂
と
は
︑
係
争
地
の
繋

39

属
の
た
め
に
出
さ
れ
る
文
書
で
あ
り
︑
幕
府
訴
訟
に
お
い
て
も
発
給
さ
れ
て
い

た(

)

︒
訴
訟
中
に
お
け
る
係
争
地
の
繋
属
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
︑
六

40角
氏
に
と
っ
て
︑
訴
訟
上
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
新
加
制
式
に
あ
る
中
間
狼
藉
法
に
も
︑
清
水
寺
山
相
論
の
影
響
を
想
起

さ
せ
る
文
言
が
あ
る
︒

︻
史
料
１
４
︼
新
加
制
式
第
四
条

一
︑
中
間
狼
藉
咎
事

右
︑
理
非
之
趣
︑
被
レ

遂
二

淵
底
一

之
処
︑
其
中
間
致
二

狼
藉
一

之
条
︑
太
以

濫
吹
也
︑
於
二

論
所
一

者
︑
可
レ

被
レ

付
二

訴
人
一

︑
但
訴
人
無
レ

理
者
︑
可

レ

有
二

別
御
計
一

者
乎
︑(

)
41

こ
こ
で
は
﹁
中
間
狼
藉
﹂
の
表
記
に
注
目
し
た
い
︒
事
書
に
お
い
て
は
﹁
中
間

狼
藉
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
︑
但
書
で
は
﹁
其
中
間
致
二

狼
藉
一

﹂
と

表
記
さ
れ
て
い
る
︒
特
に
﹁
中
間
﹂
は
︑
笠
松
氏
が
指
摘
す
る
が
如
く
︑﹁
中
途

半
端
な
状
態
﹂
を
指
す
文
言
で
あ
る
︒
清
水
寺
山
相
論
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て

い
た
﹁
中
間
﹂
が
︑
同
時
期
の
分
国
法
に
も
表
記
さ
れ
て
い
た
点
は
興
味
深
い
︒

新
加
制
式
は
︑
阿
波
三
好
家
臣
の
篠
原
長
房
が
制
定
し
た
分
国
法
で
あ
り
︑
久

秀
と
の
直
接
の
関
係
は
見
出
せ
な
い
︒
こ
の
点
は
六
角
氏
も
同
様
で
あ
る
︒
し
か

し
な
が
ら
︑
二
つ
の
分
国
法
に
﹁
中
間
狼
藉
﹂
の
文
言
が
登
場
し
た
点
は
︑
戦
国

末
期
の
畿
内
周
辺
に
お
い
て
︑
中
間
狼
藉
に
対
す
る
問
題
が
浮
上
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
す
る
︒
ま
た
条
文
の
内
容
を
み
る
と
︑
戦
国
末
期
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て

い
た
幕
府
の
方
針
︵
中
間
狼
藉
の
真
偽
の
確
認
︶
及
び
中
間
狼
藉
法
に
必
要
な
条
件

︵
係
争
地
の
繋
属
︶
が
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は
清
水
寺
山
相
論
の
審
議
や
当

事
者
間
意
識
に
も
窺
え
た
問
題
で
あ
り
︑
新
加
制
式
や
六
角
氏
式
目
に
も
少
な
か

ら
ず
反
映
さ
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
︒

一
方
で
︑﹁
中
間
狼
藉
﹂
の
文
言
が
み
ら
れ
る
分
国
法
に
対
し
︑
今
川
氏
の
よ

う
に
文
言
が
み
ら
れ
な
い
中
間
狼
藉
法
の
実
例
も
あ
る
︒
幕
府
や
他
の
戦
国
大
名

と
の
運
用
面
の
差
異
︑
ま
た
そ
の
効
力
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
ま
た
︑
今

後
の
課
題
と
な
ろ
う
︒

注(

)
石
井
良
助
﹃
新
版

中
世
武
家
不
動
産
訴
訟
法
の
研
究
﹄
︵
高
志
書
院
︑
二
〇
一
八
年
︑

1

初
版
一
九
三
八
年
︶︑
拙
稿
﹁
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
お
け
る
﹁
中
間
狼
藉
﹂
法
運
用

の
変
容
︱
︱
法
の
効
力
の
視
点
か
ら
﹂︵
﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄
三
〇
六
号
︑
二
〇
二
四
年
︶
︒

(

)
若
松
和
三
郎
﹃
篠
原
長
房
﹄︵
原
田
印
刷
出
版
︑
一
九
八
九
年
︶︑
勝
俣
鎮
夫
﹁﹃
今
川
か

2

な
目
録
﹄
の
制
定
﹂﹁
﹃
か
な
目
録
追
加
﹄
と
﹃
訴
訟
条
目
﹄
の
制
定
﹂
︵﹃
静
岡
県
史

通
史
編
２

中
世
﹄
一
九
九
七
年
︶︑
清
水
克
行
﹃
戦
国
大
名
と
分
国
法
﹄
︵
岩
波
書
店
︑

二
〇
一
八
年
︶︒

(

)
な
お
︑
清
水
寺
山
相
論
の
通
史
的
研
究
と
し
て
は
︑
下
坂
守
﹁
本
願
と
寺
家
﹂
(
清
水
寺

3

史
編
纂
委
員
会
編
﹃
清
水
寺
史

第
一
巻

通
史
︵
上
︶
﹄
法
蔵
館
︑
二
〇
〇
三
年
︑
二
九

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

四
三
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〇
︱
二
九
一
頁
)
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
た
だ
し
︑
縁
阿
を
久
秀
側
の
使
者
と
し
て
判
断
す
る

な
ど
︑
解
釈
に
誤
り
が
見
ら
れ
る
た
め
︑
再
検
討
を
要
す
る
︒

(

)
天
野
忠
幸
﹁
三
好
政
権
と
将
軍
・
天
皇
﹂︵
同
﹃
戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
﹄
清
文
堂
出

4

版
︑
二
〇
一
〇
年
︑
初
出

二
〇
〇
六
年
︶︒

(

)
村
井
祐
樹
﹁
松
永
弾
正
再
考
︱
︱
京
都
に
お
け
る
そ
の
権
威
﹂︵
同
﹃
中
世
史
料
と
の
邂

5

逅
︱
︱
室
町
・
戦
国
・
織
豊
期
の
文
書
と
記
録
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
二
四
年
︑
初
出

二
〇
〇
六
年
︶
一
七
〇
頁
参
照
︒

(

)
木
下
昌
規
﹁
足
利
義
輝
政
権
の
研
究
﹂︵
同
編
﹃
足
利
義
輝
﹄
戎
光
祥
出
版
︑
二
〇
一
八

6

年
︶
二
〇
︱
二
一
頁
参
照
︒

(

)
木
下
昌
規
﹃
足
利
義
輝
と
三
好
一
族
︱
︱
崩
壊
間
際
の
室
町
幕
府
﹄︵
戎
光
祥
出
版
︑
二

7

〇
二
一
年
︶
二
七
〇
︱
二
七
三
頁
参
照
︒

(

)
山
田
康
弘
﹃
足
利
義
輝
・
義
昭
︱
︱
天
下
諸
侍
︑
御
主
に
候
﹄
(ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二

8

〇
一
九
年
)一
一
二
︱
一
一
三
頁
参
照
︒

(

)
田
中
信
司
﹁
松
永
久
秀
と
将
軍
足
利
義
輝
﹂
(天
野
忠
幸
編
﹃
松
永
久
秀
︱
︱
歪
め
ら
れ

9

た
戦
国
の
〝
梟
雄
〟
の
実
像
﹄
宮
帯
出
版
社
︑
二
〇
一
七
年
)八
八
頁
参
照
︒

(

)
清
水
寺
文
書
︵
末
柄
豊
・
村
井
祐
樹
編
﹃
音
羽
山
清
水
寺
中
世
文
書
﹄
東
京
大
学
史
料

10

編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
三
︱
一
︑
二
〇
二
四
年
︑
一
三
九
︱
①
号
︑
以
後
﹃
清

水
﹄
と
略
記
す
る
︶︒

(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
②
号
︑
な
お
割
書
き
は
︿
﹀
で
記
す
︶︒

11(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
③
号
︶︒

12(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
④
号
︶︒

13(

)
清
水
寺
山
相
論
と
は
別
に
︑
本
国
寺
が
関
わ
っ
た
訴
訟
に
お
い
て
︑﹁
松
田
一
兵
衛
尉
仁

14

可
レ

被
二

仰
聞
一

候
︑﹂
と
あ
り
︑
久
秀
と
本
国
寺
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
︵
永
禄

七
年
︶
三
月
六
日
松
永
久
秀
書
状
︵﹁
本
圀
寺
年
譜
﹂
天
野
忠
幸
編
﹃
戦
国
遺
文

三
好

氏
編
第
二
巻
﹄
東
京
堂
出
版
︑
二
〇
一
四
年
︑
九
九
二
号
︑
以
後
﹃
戦
三
﹄
と
略
記
す

る
︶︒

(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
⑤
号
︶︒

15(

)
今
谷
明
﹃
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
八
五
年
︶
四
七
九
頁
参

16

照
︒

(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
⑥
号
︶︒

17(

)
た
と
え
ば
︑
天
文
八
年
に
起
き
た
宇
治
三
明
寺
相
論
で
は
︑
論
人
の
孝
蔵
主
が
論
所
へ

18

の
年
貢
催
促
を
行
っ
た
訴
人
︵
宇
治
大
路
経
春
︶
の
行
為
を
﹁
中
間
狼
藉
﹂
だ
と
し
て

訴
え
︑
経
春
が
こ
れ
に
反
論
す
る
事
態
と
な
っ
た
︒
こ
の
と
き
幕
府
は
︑
双
方
か
ら
の

報
告
を
受
け
た
う
え
で
協
議
を
実
施
し
︑
論
所
の
﹁
百
姓
等
﹂
か
ら
聴
取
を
行
う
方
針

を
決
定
し
て
い
る
︒﹁
披
露
事
記
録
﹂
天
文
八
年
四
月
二
七
日
条

(桑
山
浩
然
校
訂
﹃
室

町
幕
府
引
付
史
料
集
成

上
﹄
近
藤
出
版
社
︑
一
九
八
〇
年
)︒

(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
⑦
号
︶︒

19(

)
前
掲
注
(

)木
下
著
書
︑
二
七
一
頁
参
照
︒

20

7

(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
⑧
号
︶
︒

21(

)
前
掲
注
(

)
石
井
著
書
︑
九
〇
︑
三
七
六
︱
三
七
七
頁
︑
お
よ
び
石
崎
建
治
﹁
室
町
幕

22

1

府
奉
行
人
奉
書
の
内
容
的
分
析
と
室
町
幕
府
奉
行
人
の
性
格
︱
︱
﹁
置
所
務
於
中
﹂
の

分
析
か
ら
﹂︵
﹃
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

哲
学
・
史
学
編
﹄
別
冊
第
一
九

集
︑
一
九
九
三
年
︶
一
〇
九
頁
参
照
︒

(

)
前
掲
注
(

)石
井
著
書
︑
九
〇
︑
三
七
六
︱
三
七
七
頁
参
照
︒

23

1

(

)
笠
松
宏
至
﹁
中
間
・
途
中
・
中
央
︱
︱
﹁
思
想
の
言
葉
﹂
よ
り
﹂︵
同
﹃
中
世
人
と
の
対

24

話
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
七
年
︑
初
出
一
九
八
四
年
︶︑
一
一
一
︱
一
一
二
頁
参

照
︒

(

)
前
掲
注
(

)木
下
著
書
︑
二
七
一
頁
参
照
︒

25

7

(

)
前
掲
注
(

)田
中
論
文
︑
八
八
頁
参
照
︒

26

9

(

)
前
掲
注
(

)木
下
著
書
︑
二
七
〇
頁
参
照
︒

27

7

(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
⑨
号
︶
︒

28(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
⑩
号
︶
︒

29(

)
｢本
圀
寺
年
譜
﹂︵
﹃
戦
三
﹄
九
三
四
号
︶
︒

30(

)
前
掲
注
(

)村
井
論
文
︑
一
六
九
頁
参
照
︒

31

5

(

)
清
水
寺
文
書
︵﹃
清
水
﹄
一
三
九
︱
⑪
号
︶
︒

32(

)
｢公
布
録
﹂︵﹃
戦
三
﹄
参
考
八
八
号
︶︒

33(

)
前
掲
注
(

)天
野
論
文
︑
三
六
二
頁
参
照
︒

34

4

(

)
田
中
信
司
﹁
松
永
久
秀
と
京
都
政
局
﹂︵
木
下
昌
規
編
﹃
足
利
義
輝
﹄
戎
光
祥
出
版
︑
二

35

〇
一
八
年
︑
初
出
二
〇
〇
八
年
︶︒

(

)
な
お
︑
加
賀
国
富
墓
荘
相
論
の
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
注
(

)
田
中
論
文
︑
お
よ
び

36

35

池
田
さ
や
か
﹁
足
利
義
輝
期
に
お
け
る
室
町
幕
府
政
所
沙
汰
に
つ
い
て
︱
︱
松
梅
院
禅

興
と
曼
殊
院
覚
如
に
よ
る
相
論
を
巡
っ
て
﹂
︵﹃
立
命
館
史
学
﹄
四
二
号
︑
二
〇
二
三
年
︶

参
照
︒

(

)
前
掲
注
(

)田
中
論
文
︑
一
〇
四
頁
参
照
︒

37

35

(

)
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
・
百
瀬
今
朝
雄
編
﹃
中
世
法
制
史
料
集
第
三
巻

武
家
家
法
Ⅰ
﹄

38

︵
岩
波
書
店
︑
一
九
六
五
年
︶
二
六
四
頁
︑
以
降
﹃
武
家
家
法
﹄
と
略
記
す
る
︒

(

)
『武
家
家
法
﹄
二
六
四
頁
︒

39(

)
伊
東
和
彦
﹁
戦
国
大
名
六
角
氏
下
の
訴
訟
手
続
き
に
つ
い
て
︱
︱
永
禄
年
間
保
内
・
枝

40

村
紙
荷
相
論
を
素
材
と
し
て
﹂︵
新
谷
和
之
編
﹃
近
江
六
角
氏
﹄
戎
光
祥
出
版
︑
二
〇
一

五
年
︑
初
出
一
九
八
六
年
︶
二
五
一
︱
二
五
三
頁
参
照
︒

四
四

44



(

)
『武
家
家
法
﹄
二
七
八
頁
︒

41

︵
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)

※
本
稿
は
︑
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
六
日
に
立
命
館
史
学
会
大
会
で
報
告
し
た
内
容
を
も
と

に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
︒
当
日
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
参
加
者
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
ま
た
︑
令
和
六
年
度
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
に
よ
る
研
究
助
成
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
︒

戦
国
末
期
に
お
け
る
中
間
狼
藉
法
の
認
識
︱
︱
山
城
国
清
水
寺
山
相
論
の
検
討
を
通
じ
て

四
五

45


